
「食べ物」をめぐって、私達の日常生活は世界や社会の動きに大きく影響を受けている！

国際紛争激化
食料不安

地球温暖化
廃プラスチック汚染

農業交渉(WTO・EPA・TPP)
食料自給率低下

担い手不足
労働力不足

望まれる「地球にやさしい」
「人にやさしい」持続可能な
暮らし・地域・産業！

人口増大
食料危機

ライフスタイル変化
大量の食品ロス

フードテック（食×先進テクノロジー）を巡る背景

Foodtech for Well-being

SDGs

日本は、2016年頃から民間ベースで国内の動きが
活発化し、２０２０年に農林水産省が「フードテック官
民協議会」を設立。産学官1300名(690組織）が参画

２０２３年に「推進ビジョン」を策定し施策推進中！

京都府は、２０２３年３月、「京都フードテック基本構
想」を策定し、京都府総合計画に位置付け取組推進
国内外での交流を展開中！

南田辺西地区では、フードテック関連企業の集積拠
点を目指して「フードテックヒル」を形成

・世界のフードテック分野
への投資額は過去１０年
間で１０倍、年間約８兆円
・日本は、上位１０か国に入
っていない！

学研フードテック共創プラットフォームの設立・取組・今後の展開
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学研フードテック共創プラットフォームを設立
～「京都フードテックエキスポ２０２３」於ＫＩＣＫ １０月５日に設立式典～

学研フードテックＰＦの設立・取組・今後の展開
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2024年８月で１６７名（８０組織）



学研フードテックＰＦの設立・取組・今後の展開

発酵とお茶の「情報交換会」開催概要
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行政・研究機関
（国、京都府、研究機関、関係団体他）

生産者・企業
（食品製造・加工業、飲食サービス、企業他）

大学・大学発ベンチャー
（奈良先端大、京都府立大、立命館大、摂南大他）

交
流
・
情
報
交
換

学

京 都 府 （公財）関西文化学術研究都市推進機構

コ
ラ
ボ
レ
｜
シ
ョ
ン

合
同
成
果
・
研
究
・
製
品

研究の進展
新規テーマ

施策推進
ニーズ把握

量と質向上
新規製品等

産

官

スタートアップ
（０→１）ゼロイチ

３／１４発酵情報交換会

＜発酵グループの検討項目例示＞
①発酵・醸造食品のイノベーションで地
域貢献から海外展開までの方策検討

②「発酵×サイエンス×多面的活用」で
発酵ポテンシャルを最大化し、グロー
バルフード化を検討

4
学研フードテックＰＦの設立・取組・今後の展開

発酵グループの展開方向



行政・研究機関
（京都府、府茶業研究所、宇治市、関係団体他）

生産者・企業
（茶業関係者、食品加工企業、開発関連企業他）

大学・大学発ベンチャー
（府立医科大学、京都府立大学、産学官連携ＰＦ他）

学研フードテックＰＦの設立・取組・今後の展開

お茶グループの展開方向

交
流
・
情
報
交
換

学

京 都 府 （公財）関西文化学術研究都市推進機構

コ
ラ
ボ
レ
｜
シ
ョ
ン

合
同
成
果
・
研
究
・
製
品

研究の進展
新規テーマ

施策推進
ニーズ把握

量と質向上
新規製品等

産

官

スタートアップ
（０→１）ゼロイチ

３／１８お茶情報交換会

＜お茶グループの検討項目例示＞
①日本茶の美味しさ＆機能性を科学し、
新商品開発や新たな加工方法、副産

   物の利用方法等を検討
②宇治茶の３つの魅力（歴史と文化、美
味しさ、機能性）を世界へ発信
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（１）主催者挨拶（学研推進機構 河合常務）14:00

（２）事務局進行説明（ 〃 小田特命参与）
（３）セミナー（岡本部長、増村副学長）14:10～15:10

（４）参加者紹介＆報告事項 15:10～15:40
※発酵グループ長の高木奈良先端大特任教授がモデレーター
・京都府（加茂課長） ・機構（河合常務）
・会場から（摂南大学 沼本特任助教）

（５）情報・意見交換 15:50～16:50（参加者全員で集合写真撮影）
（６）全体まとめ（別紙のとおり）

●高木グループ長、岡本ミツカン部長、増村府大副学長、岡本イン
ジェンタ㈱マネージャーが核となった小グループ形成の提案がさ
れ、取組や情報交換の継続を確認

●参加者から積極的な質疑・意見交換がなされ、アンケートへ反映、
ＰＦ事務局へ声を届けることとなった。

学研フードテック共創プラットフォーム

第２回発酵情報交換会の開催概要
「学研フードテック共創プラットフォーム」は昨年１０月に設立され、食に係る諸課題の解決に向け、国内外における産学官連携の

取組を推進しており、令和６年7月時点で１３５名（６５組織）の参加状況です。今年3月開催の「第1回発酵情報交換会」で、プラッ
トフォーム内に発酵グループが形成され、発酵に係る情報交換や共同の取組を行うこととなりました。

この度「第２回発酵情報交換会」を開催し、企業と大学の専門家による発酵に係る「原点技術」や「産学官連携の取組」に係る講演
の後、情報交換や交流会を行い、参加者間で小グループを形成し共同の取組を育むことになりましたので、概要を報告します。

令和６年７月１２日(金) １４：００～１８：３０日 時

会 場

参加者

けいはんなプラザ・交流棟５Ｆ「黄河」

合計75名（会場参加56名、オンライン参加19名、交流会48名）
※学研フードテック共創プラットフォーム会員、未登録の方は今回を契機に登録

プログラム

セミナー ■自然の力と素材を活用したイノベーション

㈱Mizkan Holdings 経営企画本部 戦略企画部部長 岡本 洋忠 氏

■発酵食品を核にした産学公連携の取組 ～連携の取組には何が必要か？～

京都府立大学副学長 精華キャンパス長 増村 威宏 氏

学研フードテックＰＦの
設立・取組・今後の展開 6



2025けいはんな
万博も視野に！

学研フードテック
共創プラットフォーム

スタートアップ
ベンチャー
フードテック投資
国内外への展開
フードテック研究論文
人材発掘・育成
創造価値のストック etc

京都府 学研機構 フードテック
官民協議会

★Foodtech for Well-being
・医食同源サービス ・バリアフリーキッチン
・テクスチャー（食感、物性）の探求 etc
※料理を分子レベルで解明する研究「分子調理学」や官能
の研究が医食同源や新たなフード開発に役立っている！

アウトカム
アウトプット

情報・交流
マッチング・コラボ

けいはんな学研都市ならではのフードテックの取組を推進！

2023年10月スタート
2024年８月で１６７名（８０組織）

プラットフォーム内に「発酵グループ」と
「宇治茶グループ」を形成して活動中

★ＳＤＧｓに貢献
・３Ｒ（Reduce、Reuse、Recycle）テクノロジー
・食品ロスを出さない料理や提供の仕組みづくり
・スマートフードチェーン、スマートフードシステム etc
※データ連携による最適化、廃棄物と生産の循環システム

★和食の文化と魅力を世界へ発信
・発酵×サイエンス×多面的活用でグローバルフードへ
・日本茶×美味しさ＆機能性の科学×輸出
・和食×京野菜×サイエンスで世界進出
・精進料理×分子調理×植物由来タンパク質 etc

★産業や生活者に役立つ
・スマート農業＆技術 ・最先端植物工場
・加工配膳ロボット ・最適介護,嚥下食探求 etc

※「宇宙食」の研究が、「レトルト食品」「フリーズドライ」

等の開発につながり、災害時や備蓄食としても役立っている！

異業種交流、「伝統
と革新」の融合で
イノベーション!!

３つの「術」
学術・技術・芸術

ゼロイチ
０→１

イチジュウ
１→１０

ジュウヒャク
１０→１００

「和食情報交換会」を「京都フードテックエキスポ（於ＫＩＣＫ 10/3～4 ）」で学研推進機構と
京都府共催、和食文化学会協力で開催し、プラットフォーム内に「和食グループ」を形成！

学研フードテック
共創プラットフォーム

学研フードテックＰＦの設立・取組・今後の展開 7
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